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「第 13回 大月みらい協議会（人口問題・地域活性化を考える市民会議）」 

会 議 概 要 

  

日  時  平成２８年５月２０日（金）午後７時から午後９時 

場  所  大月市民会館 ４階視聴覚室 

出 席 者  委員１４名（５名欠席） 

      小笠原則雄、小俣理美、梶原崇照、小鷹侑子、佐藤茂幸、志村淳、志村賢二、

仁科美芳、藤井真弓、星野喜忠、三木範之、武者稚枝子、山口明秀、渡辺勝 

【事務局】 石井企画財政課長、藤原地域活性化担当リーダー、榎本、堀内 

 

１．星野議長あいさつ 

 皆さんこんばんは。相変わらず夜７時からの会議でございます。何かとご予定やご都合の

ある中でお集まりいただきありがとうございます。 

 話しは違うのですが、今日、大相撲で白鵬関と稀勢の里関の大一番がありました。私は見

ることができなかったので、結果を後で聞いたのですが、白鵬が勝ったそうです。なぜこの

ようなことを言うのかというと、おそらく稀勢の里関は、この一番に勝てば将来が変わった

のではないかと思いました。もちろん、まだ優勝の芽はあるわけですが、それにしても白鵬

関に勝てないということは、少なくとも横綱への夢は断たれたのではないかと思います。 

言ってみると、私達は、皆さんのように経験豊富な方々に大変失礼ではありますが、何か

大きな決心や決断をする、あるいは、そのような岐路に立つということがあるということを

私は思います。そのときを乗り越えてうまくいったときもあれば、駄目だったなということ

あるのではないかと思います。 

 実は、この会は今後どのように展開していくのか、非常に大きなターニングポイントにか

かっています。そのターニングポイントというのは、私は、この会にご参加いただいている

皆様は、私が選んだわけではありませんが、お顔ぶれを見ると、大変忙しく、それぞれ仕事

で、現場でご活躍の第一線の皆様でございます。言ってみると、そのような方々ですので、

いろいろなお考え、忙しさの具合、お一人お一人が違っているように拝見いたしております。 

 すると、一つの目標に対してアイデアを出す時期ではいいのですが、これから何かやって

いこうかなというときには、委員の皆様それぞれによって、温度差という言い方は大変失礼

になるかと思いますが、いろいろなご事情があって違ってくるのではないかなと思っており

ます。 

皆様には、事前に、今後の大月みらい協議会の活動についてのアンケートをお願いしまし

たが、今後のこの会議の方向性は、委員の皆様それぞれのお考えによるところが大きいと思

います。それぞれの関わり具合や、お立場で変わってくると思います。そんなことを今日の

会議で話し合っていきたいと考えています。 
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 一つご報告があります。新田委員から、平成２８年３月をもって委員を辞したいとの申し

出がありました。新田委員は、ご承知のとおり、中央病院の院長としてご活躍いただいてい

ました。院長退任後、宮城県の仙台に移られまして、このみらい協議会には、この１年間、

毎回仙台から参加していただいていました。新田委員からは、ここまで来る中で、皆様の意

見をいろいろと聞くことができ、この会が今後も発展して新しい方向に進むことを願い、自

分はここで退かせていただきたいとの申し出がありました。新田委員のご事情はよくわかり

ますので、皆様にはご了解をいただきたいと思います。それでは、本日もよろしくお願いい

たします。 

 

２．議事 

（１）第１２回会議概要及び議事録について 

・第１２回会議概要の市ホームページへの公開について承認された。 

 

（２）アンケート調査結果を踏まえた大月みらい協議会の今後の活動について 

 ・今回の会議の前に、委員の方を対象とした、大月みらい協議会の今後の活動についての

アンケートを実施した。その結果を踏まえ、今後の大月みらい協議会の活動について、た

たき台として、市から以下のとおり提案がありました。 

 

 



3 

 

 

 

 



4 

 

●市からの提案について、委員から様々な意見が出されましたが、結論には至らず、再度議

論することとなった。 

 その際、次回会議の前に、市からの提案を踏まえた意向調査を再度実施することとなった。 

 

（３）地方創生加速化交付金に採択された事業について（報告） 

 ・大月市は、国の平成２７年度補正予算の地方創生加速化交付金に事業申請し採択され、

その事業の概要について、以下のとおり報告がありました。 

 

 

 


